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平
成
十
五
年
一
月
十
九
日
、
東
京
都
墨
田
区
千
歳
一
丁
目
に
あ
る
江
島
杉
山
神
社
に
て
杉
山
検
校
を
祭
る
新
年
会
が
挙
行
さ
れ
た
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
財
団
法
人
杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
以
来
、
鍵
の
紛
失
に
よ
り
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
金
庫
を
新
た
に
鍵
を

一
、
は
じ
め
に

杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
所
蔵
の
「
杉
山
真
伝
流
」

〔
要
旨
〕
杉
山
利
一
（
一
六
一
○
～
一
六
九
四
）
は
、
鍼
灸
史
上
「
管
鍼
術
の
祖
」
と
し
て
右
名
で
あ
る
が
、
肝
心
の
管

鍼
術
の
内
容
や
奥
義
は
、
Ⅱ
伝
・
秘
伝
と
さ
れ
、
彼
の
椅
述
「
杉
山
流
三
部
＃
』
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
杉
山
利
一
ｌ
三
島
安
一
と
二
代
に
渡
る
総
検
校
の
鍼
術
の
口
伝
・
秘
伝
を
ま
と
め
、
流
儀
苔
と
し
て
完
成
し
た
物

（
１
）

が
、
三
代
目
総
検
校
・
島
浦
和
田
一
撰
の
「
杉
山
真
伝
流
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
昭
和
三
年
の
油
印
本
に
よ
り
、
そ
の

存
在
と
概
要
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昨
年
、
そ
の
原
本
に
当
た
る
『
杉
山
真
伝
流
」
全
巻
六
冊
の
他
別
伝
一
冊
、
巻

物
二
巻
が
揃
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
杉
山
流
の
堆
礎
と
な
っ
た
入
江
流
お
よ
び
、
そ
れ
を
遡
る
伝
授
折
の
、
伝

が
記
さ
れ
、
今
後
の
日
本
鍼
灸
史
解
明
の
置
重
な
発
見
と
い
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
杉
山
和
一
、
烏
浦
和
旧
一
、
和
川
家
、
小
野
塚
楽
山
、
杉
山
真
伝
流

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
巻
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二
号
平
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十
六
年
二
月
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八
日
受
付

平
成
十
六
年
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発
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六
年
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七
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理
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騨
門
。
数
年
修
業
す
る
も
、
記
憶
力
が
悪
く
、
技
術
も
向
上
し
な
か
っ
た
た
め
、
師
の
下
を
逐

わ
れ
た
和
一
は
、
失
意
の
内
に
郷
里
へ
戻
る
途
中
、
江
の
島
に
て
生
死
を
か
け
て
の
断
食
修
業
の
後
、
神
人
無
我
の
境
地
で
の
帰
り
道
、
臥

（
３
）

牛
石
に
つ
ま
づ
き
倒
れ
た
時
、
手
に
拾
っ
た
松
葉
の
入
っ
た
管
か
ら
、
管
鍼
術
の
着
想
を
得
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
京
都
に
上
り
、
入
江
豊
明
に
師
事
し
、
入
江
流
鍼
術
の
奥
義
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
当
時
京
都
に
お
い
て
盛
ん
だ
っ
た
打
鍼
術
に

も
良
き
影
響
を
受
け
た
和
一
は
、
再
び
江
戸
に
向
か
い
、
江
の
島
下
の
坊
僧
侶
・
恭
順
院
の
庇
護
の
下
、
管
鍼
術
を
磨
き
そ
の
名
声
を
上
げ

（
４
）

る
に
よ
っ
て
、
将
軍
家
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
に
は
将
軍
家
綱
に
拝
謁
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
は
将
軍
綱
吉
の
持
病
を
回
復
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
月
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俸
二
○
口
を
賜
り
、
常
盤
門
内
の
道
三
河
岸
の
屋
敷
を
拝
領
し
た
。
以
後
、
将
軍
付
き
侍
医
と
し
て
仕
え
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
は

（
Ｐ
３
）

神
田
小
川
町
の
屋
敷
を
拝
領
し
、
年
俸
と
し
て
廩
米
三
○
○
俵
を
賜
る
。
元
禄
四
年
に
は
御
城
中
御
勝
手
向
乗
物
御
免
の
待
遇
を
得
、
廩
米

二
○
○
俵
を
加
増
さ
れ
た
（
そ
の
後
、
更
に
三
○
○
俵
を
加
増
さ
れ
、
都
合
八
○
○
俵
と
な
る
）
。
元
禄
五
年
に
は
、
盲
人
の
全
国
組
織
で
あ
る

当
道
座
の
諸
法
度
の
改
正
お
よ
び
、
綱
紀
粛
正
を
命
じ
ら
れ
、
当
道
座
の
最
高
位
で
あ
る
総
検
校
に
抜
擢
さ
れ
、
ま
た
権
大
僧
都
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
元
禄
六
年
に
は
、
綱
吉
に
所
望
を
尋
ね
ら
れ
、
「
一
つ
目
」
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、
本
所
一
つ
目
の
屋
敷
を
拝
領
、
弁
財
天
社
を
祭

っ
た
こ
と
は
有
名
な
伝
説
で
あ
る
。
こ
の
地
が
、
現
在
の
江
島
杉
山
神
社
で
あ
り
、
和
一
の
死
後
、
惣
録
屋
敷
お
よ
び
鍼
治
学
問
所
が
置
か

（
・
ｂ
）

れ
た
場
所
で
あ
る
。
和
一
は
、
元
禄
七
年
五
月
二
十
日
に
、
眠
る
よ
う
に
没
し
た
。
享
年
八
十
五
歳
、
遺
骸
は
江
の
島
下
の
坊
に
葬
ら
れ

（
【
ｊ
）

た
。
法
名
は
「
前
総
検
校
即
明
院
殿
眼
嬰
元
清
権
大
僧
都
」
。

和
一
は
、
盲
人
の
鍼
術
教
育
に
最
も
力
を
注
い
だ
が
、
鍼
治
学
問
所
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
自
ら
著
し
た
の
が
『
選
鍼
三
要
集
」
「
療
治
大

（
８
）
（
９
）

概
書
」
で
あ
り
、
後
人
が
和
一
の
言
を
集
め
た
も
の
と
し
て
「
医
学
節
用
集
』
が
あ
る
。
こ
の
三
害
を
ま
と
め
て
「
杉
山
流
三
部
書
」
と
い

う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
鍼
治
の
基
礎
理
論
を
集
め
た
も
の
で
、
肝
心
の
和
一
の
管
鍼
術
や
奥
義
は
、
秘
伝
と
し
て
一
般
門
人
に
は
秘
さ

れ
、
技
能
の
進
ん
だ
者
に
の
み
口
伝
と
し
て
伝
授
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

校
・
島
浦
和
田
一
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）

島
浦
は
、
米
沢
藩
の
家
臣
・
和
田
五
郎
大
夫
直
好
の
男
。

（
胆
）

「
皇
国
名
医
伝
」
に
は
、
「
性
は
聡
敏
、
妙
に
鍼
治
を
悟
る
。

和
一
の
創
成
し
た
管
鍼
術
の
手
技
お
よ
び
口
伝
は
、
鍼
治
学
問
所
を
継
い
だ
二
代
目
総
検
校
・
三
島
安
一
に
よ
り
継
承
発
展
さ
れ
る
。
三

島
の
下
で
、
そ
れ
ら
の
鍼
治
技
術
を
理
論
化
・
体
系
化
さ
せ
、
『
杉
山
真
伝
流
」
な
る
流
儀
書
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
が
、
三
代
目
総
検

（
川
）

三
、
『
杉
山
真
伝
流
」
の
成
立

杉
山
、
三
島
の
愛
弟
子
と
し
て
早
く
よ
り
将
軍
綱
吉
の
目
に
適
っ
た
も
の
か
、

国
侯
之
れ
を
善
み
し
、
為
に
朝
に
請
い
、
勾
当
に
叙
し
、
検
校
に
進
む
」
と
あ
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る
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
に
検
校
と
な
り
、
宝
永
五
年
に
綱
吉
に
拝
謁
し
、
月
俸
二
○
口
を
賜
り
、
宝
永
六
年
に
座

（
脇
）

順
八
十
九
人
目
か
ら
総
検
校
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。

島
浦
は
、
『
杉
山
真
伝
流
』
の
編
纂
を
通
じ
て
、
総
検
校
ま
で
上
り
詰
め
た
と
も
い
え
る
が
、
そ
こ
に
は
杉
山
、
三
島
の
伝
授
は
も
ち
ろ

（
川
）

ん
、
杉
山
和
一
の
鍼
治
の
基
礎
と
な
っ
た
入
江
流
の
伝
お
よ
び
そ
れ
を
遡
る
伝
承
を
も
含
ん
だ
物
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
日

本
鍼
灸
術
の
嫡
流
」
た
ら
ん
と
す
る
意
図
を
も
含
ん
だ
も
の
と
も
い
え
る
。

１
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
自
一
至
三

山
吹
色
表
紙
（
一
六
・
五
×
二
四
・
○
糎
）
。
四
針
眼
線
装
本
。
左
上
部
に
貼
ら
れ
た
題
篭
に
「
杉
山
真
伝
流
自
一
至
三
」
と
墨
書
さ
れ

”
細
剛
勤
詞
蓉
畷
弛
る
。
本
文
は
和
紙
で
全
五
三
葉
。
各
葉
の
裏
面
左
下
端
に
葉
数

一
局
岬
埋
鯛
査
雌
諦
乍
繍
祢
鴇
官

を
示
す
漢
数
字
が
付
記
。
「
第
こ
よ
り
「
第
三
」
ま
で
の
三

頭冒
巻
を
配
し
て
一
冊
と
す
る
。
一
葉
目
は
、
「
杉
山
真
伝
流
表

の

雪
浦
北
田
一
忽
犠
校
箸
剴
之
巻
第
一
東
都
行
鍼
御
医
官
島
浦
和
田
一
総
検
校
著
」

第
の
題
で
始
ま
り
、
右
上
に
「
杉
山
真
伝
流
家
元
之
印
」
の
陽
刻

巻

尭
毎
溌
識
薙
薙
罵
蕊
識
章
兎
俵
「
巽
喜
皇
憾
一
七
雌
で
、
内
容
は
脈
論
で
塗
る
。
本

之
朱
印
が
あ
る
（
写
真
２
）
。

蓬
蕊
需
惹
蕊
鯆
蕊
堅
峯
蕊
謹
涯
州
蕊
鮓
澪
？

焦
一
為
矛
荻
職
臓
感
遥
玄
磯
愁
筏
健
可
条
涛
十
目
罵
鴻

句
点
と
書
名
人
名
へ
の
縦
線
は
朱
筆
に
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。

四
、

調
査
結

果
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巻
末
に
は
「
表
之
巻
第
一
終
」
と
あ
る
。

「
表
之
巻
第
二
」
は
九
葉
で
、
内
容
は
「
診
腹
法
」
で
あ
る
。
冒
頭
は
、
「
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
第
二
東
都
行
鍼
御
医
菅
（
マ
マ
）

島
浦
和
田
一
総
検
校
著
」
の
題
で
始
ま
る
。
本
文
の
筆
写
形
式
は
「
第
こ
に
同
じ
。
巻
末
に
は
「
杉
（
マ
マ
）
之
巻
第
二
終
」
と
あ
る
。

「
第
一
」
「
第
二
」
共
に
、
内
容
は
『
霊
枢
」
『
素
問
」
「
難
経
」
の
引
用
条
文
を
基
本
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
末
尾
に
「
今
哉
録
霊
枢

素
問
難
経
及
竜
安
寺
殿
真
徳
常
善
入
江
山
瀬
片
岡
佐
川
杉
山
等
之
遺
言
、
備
参
考
」
と
あ
る
文
意
は
、
流
派
の
淵
源
を
探
る
上
で
着
目
に
値

す
る
⑤「

表
之
巻
第
三
」
は
二
七
葉
で
、
内
容
は
「
感
冒
風
邪
頭
痛
身
熱
」
よ
り
「
乳
蛾
」
に
至
る
八
五
の
病
証
に
つ
い
て
、
穴
名
と
「
十
八
術
」

か
ら
の
手
技
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
は
、
「
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
第
三
東
都
行
鍼
御
医
官
島
浦
和
田
一
総
検
校
著
」
の
題

で
始
ま
る
。
本
文
は
墨
筆
で
書
字
さ
れ
、
返
点
、
送
仮
名
は
無
く
、
句
点
は
朱
筆
に
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。
所
々
の
病
名
、
奇
穴
名
の
下
に

は
、
小
字
双
行
の
補
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
奇
穴
の
取
穴
法
に
は
図
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
墨
筆
に
て
人
体
部
位
が
描
か
れ
、
朱
筆
に
て

穴
位
を
点
記
。
巻
末
に
は
「
表
之
巻
第
三
終
」
と
あ
る
。
尚
、
四
一
葉
目
と
四
二
葉
目
は
同
内
容
で
重
複
す
る
。
巻
末
は
五
三
葉
目
で
あ
る

が
、
葉
の
左
端
の
葉
数
は
「
五
十
四
」
と
読
め
る
。
後
の
「
中
之
巻
第
二
」
と
比
較
す
る
と
、
あ
ま
り
意
味
の
無
い
図
を
一
葉
分
省
い
た
こ

２
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
自
四
至
五

山
吹
色
表
紙
（
一
六
・
五
×
二
四
・
○
糎
）
。
四
針
眼
線
装
本
。
左
上
部
に
貼
ら
れ
た
題
篭
に
「
杉
山
真
伝
流
自
四
至
五
」
と
墨
書
さ
れ

る
。
本
文
は
全
五
二
葉
。
「
第
四
」
「
第
五
」
の
二
巻
を
配
し
て
一
冊
と
す
る
。
一
葉
目
は
、
「
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
第
四
東
都
行
鍼

御
医
官
島
浦
和
田
一
総
検
校
著
」
の
題
で
始
ま
り
、
右
上
に
「
杉
山
真
伝
流
家
元
之
印
」
の
陽
刻
朱
印
が
あ
る
。

（
鴫
）
（
略
）
（
〃
）
（
肥
）
（
噂
）
（
帥
）

「
表
之
巻
第
四
」
は
一
五
葉
で
、
内
容
は
『
神
応
経
』
『
鍼
経
指
南
」
『
金
鍼
賦
」
『
標
幽
賦
」
「
席
弘
賦
」
『
補
潟
雪
心
歌
」
等
、
中
国
金
元

時
代
の
文
献
を
引
用
し
、
補
潟
手
技
を
主
に
下
鍼
よ
り
出
鍼
ま
で
の
一
連
の
刺
鍼
技
術
を
述
べ
て
い
る
。
引
用
文
に
は
小
字
双
行
の
補
注
が

が
、
葉
の
左
型

と
が
分
か
る
。
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加
え
ら
れ
、
ま
た
随
所
に
「
予
按
」
「
愚
按
」
に
始
ま
る
私
見
を
論
ず
る
。
本
文
は
墨
筆
で
書
字
さ
れ
、
返
点
、
送
仮
名
は
無
く
、
句
点
と

書
名
人
名
の
縦
線
は
朱
筆
に
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
は
「
表
之
巻
第
四
終
」
。

「
表
之
巻
第
五
」
は
三
七
葉
で
、
内
容
は
「
十
八
術
」
の
方
法
・
主
治
・
口
伝
、
「
山
瀬
検
校
活
之
法
」
「
前
光
之
法
」
「
後
光
之
法
」
「
管

散
之
術
」
「
十
四
通
之
押
手
図
」
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
冒
頭
は
、
「
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
第
五
東
都
行
鍼
島
補
（
マ
マ
）
和
田
一
総
検
校

撰
」
の
題
で
始
ま
り
、
「
目
録
」
が
続
く
。
本
文
は
墨
筆
で
書
字
さ
れ
、
句
点
と
書
名
人
名
の
縦
線
は
朱
筆
で
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
手
術

之
部
」
の
最
初
の
「
雀
啄
」
「
随
鍼
」
「
乱
鍼
」
「
屋
漏
」
の
部
分
、
「
山
瀬
検
校
活
之
法
」
「
前
光
之
法
」
「
後
光
之
法
」
「
管
散
之
術
」
の
み

返
点
、
送
仮
名
が
薄
墨
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
後
半
の
「
十
八
術
」
の
口
伝
の
部
分
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
の
和
訓
文
で
あ
る
が
、
同
系

（
訓
）

写
本
と
見
ら
れ
る
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
『
杉
山
真
伝
流
」
表
之
巻
が
口
伝
を
漢
文
体
の
ま
ま
書
写
し
て
い
る
の
と
比
較
す

る
と
、
和
訓
文
に
変
え
た
の
は
筆
写
者
の
判
断
と
推
定
さ
れ
る
。
「
十
四
通
之
押
手
図
」
お
よ
び
口
伝
の
一
部
に
墨
筆
と
朱
筆
の
図
が
配
さ

れ
て
い
る
。
「
四
傍
天
人
地
之
伝
」
に
は
「
脈
発
」
「
発
明
」
の
末
尾

受
宴
サ
入
虚
撹
蒲
茨
淀
走
利
前
約
之
可
道
Ｊ霊

に
「
正
長
記
」
と
墨
筆
さ
れ
、
下
に
朱
色
豪
刻
印
で
あ
っ
た
も
の
を

庇
真
似
て
朱
筆
に
て
書
写
し
て
あ
る
（
写
真
３
）
。
こ
れ
は
島
浦
Ⅱ
和

臓
輿
蕊
繁
諸
蕊
霊

鈩
一
一
長
記

輻
も
同
様
で
あ
る
。
巻
末
に
は
「
表
之
巻
第
五
終
」
と
あ
る
。

巻
３
杉
山
真
伝
流
中
之
巻
第
一
第
二

亜
傍
天
人
悩
之俵
藍
色
表
紙
（
一
八
・
一
×
三
ハ
・
三
糎
）
。
五
針
眼
線
装
本
。
表
紙

‐
少
小

夷
児
藤
端
厩
読
尋
左
上
に
「
杉
山
真
伝
流
中
之
巻
第
一
第
二
」
の
題
篭
。
本
文
は
雁
皮

写
紙
を
使
用
し
、
全
七
一
葉
。
雁
皮
紙
は
紙
質
の
粗
目
と
密
目
の
二
種
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類
使
用
さ
れ
、
粗
目
を
主
に
、
序
文
お
よ
び
一
部
補
入
し
た
葉
に
密
目
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
半
葉
・
四
周
（
一
二
・
五
×
一
二
・

五
糎
）
に
一
二
行
二
四
字
。
濃
墨
字
に
薄
墨
で
返
点
、
送
仮
名
を
加
え
、
朱
筆
に
て
句
点
、
訂
正
字
、
人
名
の
縦
線
を
加
え
て
い
る
。
筆
跡

は
表
之
巻
と
趣
き
を
異
に
す
る
が
、
ザ
ラ
ッ
キ
の
あ
る
和
紙
と
滑
ら
か
な
雁
皮
紙
の
違
い
、
お
よ
び
、
薄
く
透
け
た
雁
皮
紙
に
て
原
本
の
書

字
を
な
ぞ
っ
た
た
め
、
原
本
の
字
に
似
た
も
の
と
思
わ
れ
、
筆
勢
か
ら
見
て
同
一
筆
者
と
推
定
す
る
。
明
ら
か
に
筆
跡
の
異
な
る
葉
が
、

「
中
之
巻
第
こ
の
一
七
葉
、
二
三
葉
、
三
三
葉
の
三
葉
存
在
す
る
。
紙
も
密
目
を
使
用
、
句
点
も
朱
の
丸
印
。
弟
子
な
ど
が
筆
写
を
手
伝

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
全
文
は
「
中
之
巻
序
」
三
葉
、
「
中
之
巻
第
こ
三
五
葉
、
「
鍼
刺
心
要
」
以
下
六
葉
、
「
中
之
巻
第
二
」
二
七
葉
よ

り
構
成
さ
れ
る
。
各
葉
の
表
面
の
左
端
に
何
葉
目
か
を
示
す
漢
数
字
を
付
記
。
各
所
に
刺
鍼
手
技
や
取
穴
法
を
墨
筆
と
朱
筆
に
て
図
示
。

「
中
之
巻
序
」
の
第
一
葉
右
上
に
は
、
朱
の
「
杉
山
真
伝
流
家
元
之

以
下
諸
腎
之
意
↑
一
預
惹
蕊
施
守
寺
澱
宴
徳

印
」
。
本
文
は
六
行
一
四
字
の
大
字
。
文
末
に
「
時
元
録
（
マ
マ
）
六

常
驫
八
浮
山
瀬
比
園
椎
叫
私
山
三
嶋
祭
童
負
年
癸
酉
冬
十
有
一
月
二
日
東
都
医
官
総
検
校
島
浦
和
田
一
述
」

備
参
炎
鶚
葵
孟
票
葺
壽
蕊
嘉
藤
電
鮭
躍
雌
津
蕊
蕪
渕

７

卜

復
謹
秒
猪
痢
傅
一
式
公
序
意
、
下
者
録
竜
安
寺
殿
真
徳
常
善
、
入
江
、
山
瀬
、
片
岡
、
佐
川
、

ｊ毒
杉
山
、
二
一
島
等
遺
言
備
参
考
」
は
注
目
に
値
す
る
。
「
元
禄
六
年
」
は

山
で
中ｒ

杉
山
和
一
存
命
中
で
あ
り
、
三
島
安
一
が
鍼
治
学
問
所
の
責
任
を
負
っ

元
録
些
公
斗
蓼
苗
冬
十
有
育
言
４真
て
い
た
時
期
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
異
論
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

写
こ
れ
は
杉
山
真
伝
流
の
流
儀
害
と
し
て
の
成
立
に
、
後
に
三
代
目
総
検

土
木
許
誉
官

校
と
な
る
島
浦
和
田
一
が
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
過
程
を
示
す
も
の

惣
演
挨
場
浦
〃
和
ロ
一
巡
で
あ
る
．
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「
中
之
巻
第
こ
。
一
葉
目
の
右
上
に
は
朱
の
「
杉
山
真
伝
流
家

泌
坐
爽
一
呼
私
ギ
巻
宰
壷

誰
元
之
印
」
が
あ
り
、
初
め
は
こ
の
葉
が
一
冊
の
一
葉
目
で
あ
っ
た

‐
一
、
‐
腱
稲
荷
録
海
山
蝿
瘡
痕
鈩
一
摸

乎
術
延
部
の
も
の
を
、
後
に
「
中
之
巻
序
」
を
前
に
挿
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

録
蔀
舶
諏
詐
睡
誰
罐
罪
織
葬
塞
程
諦
》
鋪
調
冒
頭
は
「
杉
山
真
伝
流
中
巻
第
壱
東
都
行
鍼
杉
山
総
検
校

》
》
遙
鋒
公
洛
脅
綱
鍵
祭
龍
雑
戎
桑
．
尺
響
一
へ
挙
和
一
撰
」
で
始
ま
る
（
写
真
５
）
。
次
に
「
手
術
」
の
目
録
が
続

Ｐ

だ
》
’
十
１
桐
型
作
く
。
こ
れ
ら
の
手
術
の
撰
者
が
初
代
総
検
校
・
杉
山
和
一
で
あ
る

卜
へ
童
・
》
、
術
冶

へ
重
災
へ
重
王
へ
重
球
へ
蓼
｝
狸
へ
重
罐
堆
へ
重
遼
尋
こ
と
と
、
和
一
は
「
御
医
官
」
を
称
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取

へ
重
威
へ
重
塑
写
れ
る
。
内
容
は
、
「
二
十
五
術
」
「
八
八
重
之
術
」
「
十
四
管
術
」

十
画
警
衛
巻

「
二
十
一
術
」
「
起
竜
起
虎
栄
衛
還
通
術
」
の
合
計
七
一
の
手

技
内
容
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
「
表
之
巻
第
五
」
の
「
十
八
術
」
や
「
中
之
巻
第
三
」
に
名
前
の
み
記
さ
れ
る
「
十
五
勢
」
「
八
傍
見
竜

術
」
な
ど
を
含
め
「
杉
山
真
伝
流
百
法
鍼
術
」
と
も
言
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
十
四
管
術
」
と
し
て
管
鍼
術
が
整
理
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
巻
末
に
は
「
杉
山
真
伝
流
中
之
巻
第
●
●
」
と
墨
で
塗
り
潰
し
た
右
脇
に
「
壱
終
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
の
「
第
壱
」
の
「
壱
」

が
「
三
」
を
書
き
直
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
こ
の
巻
は
「
中
之
巻
第
三
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
各
葉
の
表
面
左
端
に
漢
数
字
で

葉
数
が
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
裏
面
左
下
端
に
も
別
の
葉
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
巻
頭
の
一
葉
目
が
「
二
十
八
」
葉
で
あ
る

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
当
初
は
、
後
半
の
「
中
之
巻
第
二
」
二
七
葉
の
後
に
こ
の
巻
が
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
冒
頭
の
「
手
術

目
録
」
に
は
「
二
十
一
術
」
の
名
は
無
い
。
左
端
の
葉
数
を
検
討
す
る
と
、
「
二
十
一
術
」
の
部
分
の
葉
に
は
裏
面
左
下
端
に
数
字
は
付
記

さ
れ
て
い
ず
、
「
十
四
管
術
終
」
の
四
三
葉
目
か
ら
、
「
二
十
一
術
」
一
七
葉
を
飛
ば
し
て
、
「
起
竜
起
虎
術
」
の
四
四
葉
目
、
「
栄
衛
環
通

術
」
の
「
四
十
五
」
葉
目
に
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
よ
り
推
測
す
る
と
、
当
初
は
「
中
之
巻
序
」
三
葉
、
「
二
十
一
術
」
一

七
葉
、
「
鍼
刺
心
要
」
以
下
六
葉
で
「
中
之
巻
第
こ
が
構
成
さ
れ
、
「
中
之
巻
第
二
」
の
後
に
、
本
巻
が
「
中
之
巻
第
三
」
と
し
て
続
い
た
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お
山
且
《
得
畢
惟
や
巻
等
二
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
今
あ
る
「
第
三
」
「
第
四
」
は
以
前
は

頭

艇
郡
打
蝋
稗
蕃
育

帽
「
第
四
」
「
第
五
」
と
し
て
続
き
、
中
の
巻
は
全
五
巻
で
あ
っ
た
可
能
性

推
總
籏
痙↑

二
島
ゞ
〕
興
起
起
印
摸
．
が
あ
る
。

第
「
鍼
刺
心
要
」
以
下
六
葉
。
注
目
す
べ
き
は
「
入
江
中
務
少
輔
頼
明

惑
胃
八
評
頭
・
穐
身
鍵

恥
》
》
》
恥
“
鵡
渇
轆
鐸
》
蓉
郵
郵
誕
》
雪
《
｝
ョ
詮
奄
》
所
用
之
八
度
之
補
潟
大
事
」
、
「
山
瀬
検
校
所
用
八
度
補
潟
之
意
之
大

Ｆ
に
切
鐘
抱
く
侭
拳
Ｆ
珂
詞

ｒ
事
」
、
「
杉
山
検
校
所
用
八
通
補
潟
之
大
事
」
と
あ
る
部
分
で
あ
る
。
杉

島
八
６

自
守
廷
承
九
拝
担
管
叺
廷
礼
嵐
八
冴
泊
浄
中
梶
峰
菅
雫
山
真
伝
流
が
入
江
流
を
淵
源
Ｌ
↑
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
因
で
あ
る
。

肝
痢
益
巡
謝
天
延
岡
桑
刹
司
後
半
の
「
十
五
箇
之
離
」
以
下
は
、
後
出
の
「
別
伝
三
関
之
法
」
と
内

容
は
一
致
す
る
。

「
中
之
巻
第
二
」
二
七
葉
。
冒
頭
に
「
杉
山
真
伝
流
中
巻
第
二
東
都
行
鍼
御
医
官
先
総
検
校
三
島
元
奥
院
法
印
撰
」
と
あ

る
（
写
真
６
）
。
二
代
目
総
検
校
三
島
安
一
の
撰
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
内
容
は
「
表
之
巻
第
三
」
の
八
五
病
証
と
同
じ
病
の
項
目
・
取
穴

に
対
し
、
「
百
法
鍼
術
」
を
駆
使
し
た
術
の
記
載
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
が
原
型
で
あ
り
、
「
表
之
巻
第
三
」
は
後
に
島
浦
和
田
一
が
初
伝
向

け
に
「
十
八
術
」
の
み
を
用
い
て
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
を
著
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
挿
入
さ
れ
る
図
も
「
表
之
巻
第
三
」
と
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
。
巻
末
に
「
杉
山
真
伝
流
中
巻
第
二
終
」
と
あ
る
。

４
杉
山
真
伝
流
中
巻
第
三
上
中
下

藍
色
表
紙
二
八
・
一
×
二
六
・
三
糎
）
。
五
針
眼
線
装
本
。
本
文
は
雁
皮
紙
を
使
用
し
、
全
九
四
葉
。
各
葉
の
表
面
の
左
端
に
上
中
下
ご

と
の
葉
数
を
付
記
。
一
葉
目
の
右
上
端
に
朱
の
「
杉
山
真
伝
流
家
元
之
印
」
あ
り
。
冒
頭
は
「
杉
山
真
伝
流
中
之
巻
第
三
之
上
東
都
行
鍼

御
医
官
島
浦
和
田
一
総
検
校
撰
」
で
始
ま
る
（
写
真
７
）
。
半
葉
。
四
周
（
一
二
・
五
×
二
一
・
五
糎
）
に
二
一
行
二
四
字
、
墨
筆
に

て
耆
字
。
返
点
、
送
仮
名
は
薄
墨
で
、
句
点
、
書
名
人
名
の
縦
線
、
訂
正
文
字
は
朱
筆
。
所
々
に
取
穴
法
の
図
が
あ
り
、
墨
筆
図
に
朱
点
で



２

鬮
澤
窪
：
》
際
際
諏
蕊
蕊
挺
蕊

３２

島
浦
葬
画
一
總
套
猿
摸
の
に
は
「
初
氏
の
」
と
付
記
あ
り
。
（
小
野
塚
氏
の
授
け
る
相
手
で
あ
る
、

泳
水
丞
拷
‐
Ｊ

ｊ
黍
一
指
州
看
式
二
釘
凌
．
熟
辰
口
腱
泌
・
痙
墓
卒
、
不
酔
が
蒲
渥
署
宮
津
・
》
‐
急
然
巍
錘
馬
場
氏
の
名
で
あ
ろ
う
か
。
）
内
容
は
臨
床
篇
と
も
い
う
べ
き
物
で
、

跡
涌
帳
甥
、鈴

凌
挺
娘
雄
季
↓
二
奄
匙
如
誉
↑
乳
無
制
盛
縫
匙
〃
イ
捲
刷
蕾
諸
病
証
に
対
す
る
取
穴
・
手
技
が
詳
し
く
記
さ
れ
、
随
所
に
治
験

真

同
ゞ
卸
延
升
等
・
手
，
三
重
臥
等
足
三
里
へ
富
津
上
巨
亜
吋
例
、
先
師
の
口
伝
を
挟
み
、
臨
床
上
最
も
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ

杉

旬
》
下
乏
亜
司
一
計
か
翼
蟹
毎
仙
倒
ゞ

Ｉ

７
る
。
口
伝
者
は
山
瀬
・
杉
山
・
三
島
検
校
に
留
ま
ら
ず
、
「
山
田
源

の
子
奪
舜
本
丞
悟
真

蔵
尺
井
珂
汀
幽
裡
堀
推
討
藤
錘
犯
小
判
趣
旬
管
支
導
写
内
季
重
」
「
光
樹
院
徳
明
維
遠
」
「
入
江
中
務
豊
明
」
「
入
江
中
務
良

所

釦
柑
育
協
婚
へ
．
重
働
腱
ｆ
へ
誉
一
蕊
よ
今
参
八
楚
尋
・
三

舎
云彰

明
」
「
入
江
中
務
少
輔
頼
明
」
「
園
田
常
善
法
眼
道
保
」
「
杉
枝
検
校
」

顕徳

「
水
橋
検
校
菊
こ
「
廷
寿
軒
圭
蓄
元
影
」
「
紫
野
大
徳
寺
宗
純
」
「
観

遺

討
州
坐
酔
軍
雑
確
辮
之
巻
恥
鐸
一
津
島
箱
が
掴
一
鰹
捻
握
撰
諏
僻
轆
唯
摺
搾
鉦
酔
邦
鮭
岬
嘩
壷
睾
坐
祀
副
罐
銅
訓
舞
踏
眼
貫
」
の
名

校検杉

の
５
杉
山
真
伝
流
中
巻
第
四
上
中
下

他

勝
疾
警
約
言
序
ｊ

宏
※
創
趨
籍
縫
”
煮
尭
菖
葵
諸
編
拳
謹
蕊
潅
釧
満
燕
澱
韓
朧
鰕
溌
蘭
差
戦
一
一
蕊
の
濡
碑
灘
厭
蒋

識
藏
這
か
鐇
嶽
蒋
一
籟
謹
。
｜
裳
、
亜
薄
物
蓋
塞

凝
議
篝
澤
蕊
霊

浦
一
鍋
扇
〆
異
議
懇
之

哉
葬
竺
●
二
考
変
錆
圭
鍵
栃
為
古
丞
刹
・
冬
致

大

衆
弓
・
二
胆
誼
蕊
華
、
有
辿
龍
萄
言
冬
発
鍋
望
藻
巧
蕊
熱
”
仲
ご
と
の
葉
数
を
付
記
。
一
葉
目
の
右
上
端
に
朱
の
「
杉
山
真
伝
流
家

釣
意
一
が
《
《
に
副
ゴ
諏
唾
二
毎
駕
鐵
愈
満
永
生
韮
表
・
二
一
巍
額
蕊
８
）
。
本
文
の
体
裁
は
「
中
之
巻
第
三
」
に
同
じ
。
「
上
」
一
七
葉
、

宿
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６
杉
山
真
伝
流
竜
虎
之
巻
第
一
第
二
第
三

無
地
色
厚
紙
表
紙
二
八
・
一
×
二
六
・
三
糎
）
の
左
端
に
「
杉
山
真
伝
流
竜
虎
之
巻
第
一
第
二
第
三
」
と
茶
の
題
篭
。
五
針
眼
線
装
本
。

本
文
は
密
目
の
雁
皮
紙
で
全
六
四
葉
。
「
第
こ
二
三
葉
、
「
第
二
」
二
五
葉
、
「
第
三
」
一
六
葉
で
一
冊
を
構
成
。
各
葉
の
表
面
左
端
に
葉

数
が
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
第
こ
の
九
葉
目
を
「
十
」
と
誤
記
。
以
下
一
つ
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
一
葉
目
の
右
上
端
に
朱
の
「
杉
山
真

伝
流
家
元
之
印
」
が
あ
る
（
写
真
９
）
。
半
葉
・
四
周
（
一
二
・
五
×
一
二
・
五
糎
）
に
一
二
行
一
画
字
。
墨
字
の
本
文
に
「
第
一
」
の
全
葉
、

鰯
篭
霊
：
”
“
ゞ
蔦
“
“
濫
達
謹
悪
癒
犀
蕊

冒
一
東
都
行
鍼
御
医
官
島
浦
和
田
一
総
検
校
撰
」
で
始
ま
り
、

刊
倒
考
司
蕊
墨
垂
塞
包
委
一
溶
弗
窪
隅
坐
瑛
謂
二
奇
定
、
の

ｆ
全
音
争
盆
箕
芳
村
礎
含
牛
島
季
雪
“
ｊ
「
引
用
書
目
」
と
凡
例
が
続
く
。
内
容
は
奇
穴
研
究
篇
と
も
い
う
べ
き

得
誰
苛
毒
健
保
《
ロ
笠
逢
方
蕊
捨
大
会
密
も
の
で
、
「
眼
」
よ
り
始
ま
り
「
楊
梅
瘡
」
に
至
る
一
一
○
種
の
病
証

誇
鑑
維
祷
》
》
》
》
鍵
識
》
一
万
識
》
》
霊
嘩
ご
と
に
、
有
効
な
奇
穴
を
ま
と
め
、
書
名
、
条
文
を
記
す
。
ま
た
、
間

淑
詮
圏
翼
誕
蓋
掻
錘
塁
学
塁
洞
一
澤
学
認
副

・
筆
。
“
《
“
鵜
蕊
”
蕊
謹
雷
鰐
謹
鑪
蕊
蛎
窯
鯆
繁

索
鉢
伸
誕
玲
針
諸
冬

浩
婆
搾
者
青
今
逸
鍵

二
種
、
そ
れ
以
外
の
本
文
中
の
も
の
も
含
め
る
と
四
七
種
に
及
ぶ
。
奇

る鍼
0

「
中
」
二
三
葉
、
「
下
」
一
六
葉
で
構
成
。
内
容
は
、
「
上
」
は
望
診
・
聞
診
・
問
診
の
心
得
。
「
中
」
は
「
井
栄
楡
経
合
」
の
主
治
・
補
潟
、

「
八
度
補
法
名
目
」
、
及
び
集
合
穴
で
あ
る
「
三
回
之
穴
」
「
腹
部
三
体
穴
」
の
「
発
明
」
文
。
「
下
」
は
同
じ
く
集
合
穴
「
三
回
之
反
」
「
腹

部
三
体
之
反
穴
」
「
五
刺
之
反
穴
」
「
胸
脇
七
星
穴
」
の
「
発
明
」
文
。
上
中
下
と
も
に
、
冒
頭
は
「
杉
山
真
伝
流
中
之
巻
四
之
○
東
都
行

鍼
御
医
官
島
浦
和
田
一
総
検
校
撰
」
で
始
ま
り
、
末
尾
に
「
杉
山
真
伝
流
中
之
巻
四
之
○
終
」
（
○
に
は
上
中
下
が
入
る
）
と
あ
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鯛
《
穴
の
総
数
は
重
複
し
て
記
載
さ
れ
る
も
の
も
多
い
が
、
累
計
し
て
五
○
○

杉
山
臭
博
池

頭
以
上
の
奇
穴
の
取
穴
法
・
主
治
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
負
欲
と
も
い
う

秘
審

日
目の

べ
き
中
国
・
朝
鮮
文
献
か
ら
吸
収
せ
ん
と
す
る
研
究
心
に
は
、
眼
を
見
張

東
都
汀
鍼
御
腎
官

ｊ法
る
も
の
が
あ
る
。
巻
末
に
は
「
杉
山
真
伝
流
竜
虎
巻
第
三
終
」
と
あ
る
。

お
山
・
和
一

之
（
磐

鎚
《
…
…
権
｝
”
鯲
蕊
鰯
，
鱒
灘
窯
署
睾
？
？
？
…
に
巾
塞
に
墨
字
ゞ

極
、
》
二
詣
飾
生
と
ゞ
騎
靹
傍
者
陰
湯
》
承
合
曇
一
隅
「
杉
山
真
伝
流
別
伝
一
一
関
之
法
」
と
聿
自
す
。
七
針
眼
線
装
本
。
一
葉
目

庭
迄
從
逃
島
狗
生
耐
放
ち
人
相
火
之
肯
分
割
に
朱
印
は
無
く
、
冒
頭
「
杉
山
真
伝
流
秘
密
東
都
行
鍼
御
医
官

別
拾
大
鳥
今
剛
桐
大
聖
達
中
隻
下
良
ゞ
室
一
一
一
写
杉
山
和
一
総
検
校
撰
」
と
あ
る
（
写
真
、
）
。
本
文
は
和
紙
に
墨
字
、

蝶
看
驫
桐
火
圦
此
鍛
刺
巻
券
製
紙
冬
可
刺
半
葉
・
四
周
（
一
七
・
五
×
一
三
・
八
糎
）
に
一
○
行
一
六
字
。
内
容
の

「
十
五
箇
之
離
」
、
六
種
の
「
乱
之
事
」
の
記
載
は
「
中
之
巻
第
一
第
二
」

所
収
の
も
の
と
一
致
。
そ
の
後
に
「
命
門
腎
肝
（
マ
マ
）
之
動
気
之
事
」
が
加
わ
る
点
が
異
な
る
。
末
尾
に
「
杉
山
真
伝
流
秘
密
大
尾
」
と
あ

り
。
や
や
大
字
で
「
明
治
十
一
戊
寅
年
十
二
月
二
十
八
日
小
野
塚
楽
山
（
「
碓
知
」
星
印
）
馬
場
美
静
殿
江
授
之
」
と
の
識
語
を
付
記
す

る
（
な
お
、
「
唯
知
」
は
「
た
か
と
も
」
と
読
め
る
。
小
野
塚
氏
の
名
で
あ
ろ
う
か
）
。

巻
子
本
、
一
軸
。
紫
色
絹
布
目
地
金
色
雲
形
紋
様
表
紙
（
一
五
・
二
×
一
八
・
○
糎
）
、
左
上
端
に
金
色
の
題
叢
が
貼
ら
れ
「
杉
山
真
伝
流

皆
伝
之
巻
」
と
墨
書
。
内
容
は
、
「
鍼
法
撮
要
」
と
題
し
、
鍼
術
の
奥
義
・
心
境
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
縦
一
五
・
○
糎
の
上
下
有

界
の
一
行
に
九
字
ず
つ
墨
書
し
、
「
教
悟
第
一
」
「
沈
機
第
二
」
「
臨
刺
第
三
」
「
執
鍼
第
四
」
「
刺
要
第
五
」
「
施
布
第
六
」
「
気
察
第
七
」
「
心

成
第
八
」
「
庫
化
第
九
」
の
九
則
よ
り
構
成
。
冒
頭
に
「
鍼
法
撮
要
御
医
官
島
浦
総
検
校
和
田
一
述
」
と
表
題
し
、
右
上
端
に
は

8

な
お
、
「
唯
知
」
は
「
た
・

杉
山
真
伝
流
皆
伝
之
巻
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L

・
ヱ
“
七
１
叩
８
１
Ｊ
‐
・

夫
紋
則
立
師
夫
惜
釧
進
千
人
雲
一
塁
埖
良
静
縫
ら
れ
「
杉
山
真
伝
流
目
録
巻
」
と
墨
書
。
形
式
は
「
皆
伝

之
巻
」
と
同
様
。
内
容
は
、
免
許
皆
伝
の
証
と
し
て
伝
授

一
異
奉
一
鰯
《
両
人
｝
↓
一
鶴
爆
港
霊
の
終
了
し
た
書
目
と
手
技
の
内
容
を
列
記
し
て
お
り
、
杉
山
真
伝
流
の
流
儀
体
系
を
知
る
上
で
、
極

燕
謂
》
疲
姶
エ
ハ
碕
其
道
堅
雑
燈
め
て
重
要
な
内
容
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
秘
密
五
巻
之
内
」
「
別
伝
」
と
題
し
て
列
記
さ
れ
る
口
伝

の
項
目
は
、
文
中
に
あ
る
「
河
辺
秘
密
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
杉
山
真
伝
流
の
淵
源
に
当

た
る
入
江
流
以
前
の
流
儀
を
受
け
継
い
だ
部
分
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
冒
頭
、
「
害
目
録
書
日
」
の
文
言
で
始
ま
る
が
、
そ
の
右
上
端
に

は
「
皆
伝
之
巻
」
と
同
じ
く
「
漸
斎
」
「
谷
言
」
の
朱
印
あ
り
。
巻
末
に
は
、
「
明
治
十
一
年
戊
寅
十
二
月
従
紀
河
辺
多
免
麻
呂
六
十
代
目

小
野
塚
楽
山
（
「
唯
知
」
墨
印
）
秀
頴
（
花
押
）
馬
場
美
静
殿
」
と
識
語
あ
り
、
末
に
大
字
に
て
「
杉
山
流
鍼
治
稽
古
場
」
と
大
言
さ
れ

「
岡
田
儀
印
」
が
付
さ
れ
て
い
る
（
写
真
Ｅ
・
皿
）
。
「
紀
河
辺
多
免
麻
呂
」
と
は
、
欽
明
帝
よ
り
中
国
伝
来
の
「
鍼
書
」
の
解
読
を
依
頼
さ
れ

（
測
）

た
伝
説
の
人
物
で
あ
る
が
、
島
浦
和
田
一
の
末
商
に
あ
た
る
幕
府
医
官
・
和
田
春
孝
忠
順
が
弟
子
に
与
え
た
目
録
巻
に
お
い
て
「
従
紀
河
辺

（
加
）

多
免
麻
呂
五
十
八
代
目
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
小
野
塚
氏
は
、
和
田
春
孝
（
五
十
八
代
目
）
ｌ
春
徹

霧
癖

一
歳
穆

一
鏑
土
一
擬
壌

御
幕
目営

ｊ

惣
猫
猿
華

，
和
田
一
生
師１

紘
惜
巖
一
辺

鍋
治
土
手
戊
寅
十
一
可
「
漸
斎
」
と
「
谷
一
一
言
」
（
割
印
）
の
朱
印
が
付
さ
れ
て
い
る

（
写
真
ｕ
）
。
巻
末
に
は
、
「
明
治
十
一
年
戊
寅
十
二
月
小

禽
燕
議
朧
噴
荊
珂
」
識
■
■
除
簿
垂
棡
噌

一
画
ｐ

Ｈ

浦

冒頭

嘉

典
。
，
‐
宅
や
毎

傷
き
ゞ

割
印
」
の
築
刻
朱
印
、
「
馬
場
美
静
殿
」
の
識
語
が
あ
る
（
写

睦
真
哩
）
。

階
９
杉
山
真
伝
流
目
録
巻

哩
巻
子
本
、
一
軸
。
紫
色
絹
布
目
地
金
色
雲
形
紋
様
表
紙

雫
（
一
五
・
二
×
一
八
・
○
糎
）
、
左
上
端
に
金
色
の
題
篭
が
貼



６３２
－

｜
明
治
土
手
哉
貞
十
言

ｊ流伝真
一

剖
徒
縄
河
辺
〃
夕
鬼
凝
る

Ｉ”
六
十
代
目

ｆ罰
一

彰
一

小
野
握
禦
当
‐

顕
一

徳
一

遺

皇

校雌
↑

杉他辮
憲
静
。
本
聿
自
ハ
、
杉
山
真
伝
祷

浦
相
続
セ
シ
メ
シ
処
、
同
氏
ハ
匪

大
セ
シ
モ
ノ
也
一
と
あ
る
。
裏
聿 奉

壷
駐
巽
迩
嘘
講
睾
鱸
酎
騨

法
。
馬
場
家
相
続
人
・
馬
場
信
広
、
六
十
二
代
宗
家
・
鈴
木

憲
静
。
本
書
ハ
、
杉
山
真
伝
流
宗
家
六
十
一
代
・
馬
場
美
静
氏
の
蔵
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
氏
逝
去
ノ
為
メ
其
ノ
宗
家
ヲ
弟
子
・
鈴
木
憲
静
二

相
続
セ
シ
メ
シ
処
、
同
氏
ハ
馬
場
家
相
続
人
卜
相
謀
り
、
宗
家
ノ
ミ
ヲ
継
承
シ
、
本
書
ヲ
永
久
二
保
存
ス
ル
為
メ
、
之
ヲ
杉
山
神
社
二
寄
付

セ
シ
モ
ノ
也
」
と
あ
る
。
裏
書
に
は
、
「
昭
和
四
拾
弐
年
参
月
拾
弐
日
写
之
。
本
書
ハ
乞
に
依
り
、
鈴
木
憲
静
氏
に
返
戻
す
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
の
『
会
報
第
六
号
」
（
昭
和
十
二
年
五
月
十
八
日
発
行
）
に
「
馬
場
美
静
翁
の
逝
去
を
悲
し
む
」
と
題
し

た
一
文
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
馬
場
氏
の
略
歴
を
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
馬
場
氏
は
、
安
政
二
年
十
一
月
二
日
に
、
幕
府
旗
本
の
臣
・
馬
場
鏡
五
郎
の
嫡
男
と
し
て
生
れ
た
。
母
は
一
シ
橋
家
臣
の
中
田
氏
の
娘
。

以
上

写真13 ｢目録巻」末尾 (1)

－－－一一一

薪鈎至
猛‘たj允

島
端
灸
詳
触

一

明
。

２尾
五
、
馬
場
美
静
所
蔵
本
の
財
団
法
人
・

未

杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
へ
の
寄
贈

巻醍
平
成
十
五
年
十
二
月
に
、
同
顕
彰
会
の
許
可
の
も
と
、
所

４
蔵
す
る
金
庫
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
真
伝
流
」
の
顕
彰
会

真
へ
の
寄
贈
に
関
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
ず
「
由
来
、

写

昭
和
十
二
年
二
月
之
ヲ
記
ス
」
と
題
さ
れ
た
覚
書
に
は
、

（
五
十
九
代
目
）
を
継
ぐ
杉
山
真
伝
流
の
六
十
代
目
伝
授
者
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
和
田
家
と
小
野
塚
氏
の
関
係
は
不
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恥
ｆ

江
戸
麹
町
三
番
町
に
住
む
。
祖
先
は
武
田
信
玄
の
臣
、
高
遠
の
城
主
・
馬
場
美
濃
守
信
房

〆
ｆ

蒋

》
十
四
歳
に
て
杉
山
真
伝
流
直
統
六
十
一
代
を
継
承
す
。
そ
れ
よ
り
、
牛
込
区
箪
笥
町
の
地

を
卜
し
、
鍼
治
の
業
を
開
く
。
以
来
、
名
声
次
第
に
籍
甚
し
て
業
務
段
盛
と
な
り
、
そ
の

間
、
斯
界
の
改
善
に
尽
力
し
、
ま
た
門
弟
の
教
育
に
も
貢
献
し
た
。

・
明
治
二
十
三
年
、
東
京
鍼
灸
治
会
の
創
立
に
尽
力
し
、
牛
込
支
部
長
と
な
る
。
明
治
三
十
七
年
、
盲
人
医
学
協
会
を
建
設
し
、
後
ち
東
京

鍼
按
協
会
と
改
名
し
、
そ
の
幹
事
と
な
る
。
明
治
四
十
五
年
、
日
本
鍼
灸
按
同
盟
会
の
参
与
、
大
正
三
年
、
同
会
の
副
会
長
と
な
る
。

・
翁
は
、
明
治
三
十
五
年
の
杉
山
報
恩
講
発
足
の
主
唱
者
で
あ
り
、
独
特
の
手
腕
を
発
揮
し
会
の
基
礎
を
築
い
た
が
、
昭
和
五
年
の
財
団
法

人
杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
の
設
立
に
は
、
老
廃
を
理
由
に
役
を
辞
し
、
強
い
て
請
う
も
再
び
役
に
就
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。

・
昭
和
十
二
年
二
月
十
四
日
、
享
年
八
十
三
歳
の
高
齢
を
以
て
、
眠
る
が
如
き
大
往
生
を
遂
げ
た
。
「
計
音
一
た
び
伝
わ
る
や
、
本
会
は
直

ち
に
慰
問
委
員
を
派
し
、
更
に
多
数
の
会
員
は
告
別
式
に
参
列
し
て
恭
し
く
哀
悼
の
意
を
表
明
し
た
」
と
あ
る
。

・
翁
に
信
広
と
い
う
一
男
あ
る
も
、
実
業
界
に
入
り
某
社
重
役
と
な
る
。
ま
た
愛
弟
子
が
あ
り
、
鈴
木
憲
一
氏
と
い
い
、
顕
彰
会
の
常
務
評

議
員
で
あ
っ
た
。
翁
に
師
事
す
る
こ
と
三
十
年
、
翁
は
臨
終
に
先
立
ち
、
秘
蔵
の
宝
典
を
彼
に
委
ね
、
杉
山
真
伝
流
六
十
二
代
と
し
、
後

事
を
託
し
莞
爾
と
し
て
長
逝
し
た
。

・
鈴
木
氏
は
、
此
の
貴
重
な
る
宝
典
は
斯
道
の
た
め
杉
山
神
社
に
奉
献
せ
ん
と
、
当
事
者
熟
談
の
上
、
昭
和
十
二
年
四
月
四
日
に
、
顕
彰
会

の
管
理
の
下
に
宝
物
と
し
て
永
遠
に
社
庫
に
納
め
る
条
件
を
以
て
、
寄
贈
さ
れ
た
。
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以
上
が

以
上
、
杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
所
蔵
の
杉
山
真
伝
流
関
連
の
書
物
類
九
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
『
皆
伝
之
巻
」
「
目
録
巻
」
と
共
に
保
存

さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
『
杉
山
真
伝
流
」
の
名
を
冠
す
る
一
連
の
文
献
は
、
杉
山
真
伝
流
の
正
統
な
流
儀
書
で
あ
り
、
江
戸
期
の
鍼
灸
を
探
求

す
る
上
で
歴
史
的
価
値
の
あ
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。
流
儀
書
の
成
立
は
元
禄
中
期
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
文
献
は
「
目
録

巻
』
巻
末
に
記
さ
れ
る
「
明
治
十
一
年
十
二
月
」
に
、
小
野
塚
氏
よ
り
馬
場
氏
に
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
表
之
巻
」
二
冊
、
「
中
之

巻
」
三
冊
、
「
竜
虎
之
巻
」
一
冊
は
、
そ
の
数
年
前
よ
り
小
野
塚
氏
が
書
写
し
た
写
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
近
世
鍼
灸

史
上
、
貴
重
な
資
料
と
い
い
う
る
。

、
王

（
１
）
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
杉
山
真
伝
流
」
（
乾
三
六
四
四
）
杉
山
真
伝
流
保
存
会
、
昭
和
三
年
、
油
印
本
。
（
「
臨
床
鍼
灸
流
儀
言

集
成
１
」
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
一
九
九
六
年
に
「
杉
山
真
伝
流
・
表
之
巻
・
中
之
巻
・
奥
竜
虎
之
巻
」
と
し
て
所
収
。
）

（
２
）
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
「
巻
第
千
四
百
五
十
、
杉
山
家
」
。
（
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
・
第
二
十
三
三
九
八
～
三
九
九
頁
、
続
群
言
類
従
完
成

会
、
東
京
に
所
収
。
）

（
３
）

（
４
）

一

ノ、
、

河
越
恭
平
著
『
杉
山
検
校
伝
』
五
～
七
頁
、
杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
、
東
京
、
昭
和
三
十
四
年
。

姥
山
薫
著
『
惣
検
校
杉
山
和
一
神
正
記
」
九
～
十
四
頁
、
十
九
～
二
十
一
頁
「
恭
順
院
様
の
御
消
息
」
、
江
島
杉
山
神
社
、
東
京
、
平
成
五
年
。

其
の
後
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
江
の
島
に
あ
る
杉
山
検
校
墓
の
右
脇
に
「
権
大
僧
都
法
印
恭
順
覚
位
・
江
の
島
地
頭
・
下
之
坊
一
代
」
の

墓
石
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
恭
順
院
の
没
年
は
「
宝
永
五
年
」
で
あ
る
。
姥
山
氏
に
よ
れ
ば
、
「
御
遺
骸
は
鎌
倉
の
円
可
寺
に
埋
葬

さ
れ
、
杉
山
検
校
が
施
主
と
な
っ
て
三
重
の
塔
を
建
立
し
た
」
が
「
そ
の
後
、
再
び
無
住
と
な
っ
た
円
可
寺
は
、
本
山
の
青
蓮
寺
の
中
に
入
れ

ら
れ
た
。
」
「
恭
順
院
様
の
亡
く
な
っ
た
年
月
日
や
年
齢
は
、
そ
の
墓
地
が
今
は
無
く
な
っ
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
。
故
に
検
校

結 馬
場
氏
の
略
歴
お
よ
び
『
真
伝
流
』
の
顕
彰
会
へ
の
寄
贈
の
経
緯
で
あ
る
。

ｆ
１

王
昨

一
三
回
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（
５
）

、
〆

（
６
）

（
８
）

（
７

ー

の
墓
を
見
守
る
か
の
様
に
、
苔
む
し
た
墓
石
の
中
に
「
恭
順
覚
位
」
の
文
字
を
発
見
し
た
時
は
、
驚
き
で
あ
っ
た
。
「
よ
ぱ
ば
行
け
よ
ば
ず

ば
見
舞
え
お
こ
た
ら
ず
お
り
ふ
し
ご
と
に
お
と
ず
れ
を
せ
よ
」
と
は
、
杉
山
検
校
の
詠
ん
だ
歌
と
し
て
有
名
だ
が
、
恭
順
院
様
の
御
恩

を
忘
れ
ぬ
よ
う
弟
子
た
ち
に
墓
参
を
命
じ
た
歌
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
姥
山
氏
の
調
査
に
よ
る
。

香
取
俊
光
「
杉
山
和
一
の
屋
敷
と
杉
山
流
鍼
治
講
習
所
に
つ
い
て
（
１
）
（
２
）
」
、
『
医
道
の
日
本
」
第
五
十
四
巻
第
十
号
、
第
五
十
五
巻
第
七

号
は
、
「
江
戸
城
下
変
遷
絵
図
集
」
の
「
元
禄
十
一
年
常
盤
門
内
の
図
」
に
お
い
て
道
三
河
岸
の
屋
敷
を
特
定
し
、
元
禄
六
年
・
宝
永
年
中
・

正
徳
二
年
・
文
化
五
年
・
文
久
元
年
の
小
川
町
周
辺
の
図
か
ら
、
「
小
川
町
屋
敷
」
を
杉
山
和
一
が
拝
領
し
て
よ
り
、
杉
山
の
子
孫
お
よ
び
三

島
安
一
か
ら
島
浦
益
一
の
子
孫
で
あ
る
和
田
家
に
継
承
さ
れ
て
い
る
実
態
を
判
定
し
て
い
る
。

浮
島
源
蔵
著
「
当
道
大
記
録
」
寛
政
六
年
、
（
杉
山
検
校
遺
徳
顕
彰
会
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
「
大
弁
財
天
御
宮
再
建
の
事
」
と
題
し
て
、
「
享
保

十
七
子
年
、
横
綱
火
事
に
て
、
常
憲
院
様
御
取
立
て
の
御
宮
、
残
ら
ず
類
焼
仕
り
、
其
の
後
仮
屋
に
鎮
座
仕
り
候
う
処
、
惣
録
若
村
検
校
役

中
、
再
建
に
取
掛
か
り
、
明
和
六
丑
年
二
月
廿
三
日
普
請
最
中
、
又
又
隣
町
組
屋
敷
熊
井
宗
閖
と
申
す
も
の
火
元
に
て
出
火
、
南
風
烈
敷
く
相

成
り
候
う
処
、
御
宮
社
地
内
、
無
難
に
鎮
ま
り
、
役
所
は
残
ら
ず
類
焼
致
し
候
う
。
夫
れ
よ
り
御
宮
の
普
請
、
段
々
出
来
の
上
、
皆
座
當
拾
ヶ

年
の
御
富
御
免
願
い
候
う
処
、
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
被
れ
候
う
。
其
の
節
、
即
明
院
殿
御
仏
間
建
立
し
、
始
め
て
拝
領
地
へ
建
つ
。
次
に
学

授
所
建
つ
。
此
の
節
よ
り
杉
山
流
鍼
治
稽
古
所
出
来
致
し
候
う
事
、
井
び
に
元
奥
院
殿
御
位
牌
も
一
所
に
建
て
置
き
候
う
な
り
」
と
あ
り
、
明

和
六
年
に
杉
山
流
鍼
治
稽
古
所
が
本
所
一
つ
目
の
拝
領
地
内
に
移
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
こ
の
事
実
は
、
河
越
恭
平
著
「
杉
山
検
校
伝
』

姥
山
薫
「
惣
検
校
杉
山
和
一
神
正
記
」
三
十
二
頁
「
杉
山
検
校
の
墓
所
に
つ
い
て
」
、
江
島
杉
山
神
社
、
東
京
、
平
成
五
年
。
「
大
正
十
二
年
六

月
二
十
四
日
、
神
奈
川
県
庁
の
史
蹟
調
査
役
・
島
田
筑
波
氏
の
立
会
い
の
も
と
で
、
報
恩
講
の
講
元
・
吉
田
弘
道
氏
、
そ
の
他
役
員
参
加
の
う

え
墓
地
を
掘
り
返
し
た
と
こ
ろ
、
甕
に
座
し
て
首
う
な
だ
れ
た
検
校
の
人
骨
が
、
そ
の
ま
ま
形
も
変
わ
ら
ず
石
灰
に
包
ま
れ
て
い
た
。
甕
の
上

に
は
三
枚
の
板
石
が
敷
き
並
べ
て
あ
り
、
そ
の
中
央
の
石
に
甕
の
遺
骸
が
検
校
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
次
の
よ
う
な
文
字
が
刻
ま
れ
て

あ
っ
た
。
伊
勢
国
津
生
れ
杉
山
和
一
、
即
明
院
殿
眼
嬰
元
清
権
大
僧
都
、
元
禄
七
年
五
月
二
十
六
日
。
こ
れ
に
よ
り
、
江
の
島
の
墓
こ
そ
が

杉
山
検
校
の
本
墓
所
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

今
回
発
見
さ
れ
た
『
目
録
巻
』
に
「
杉
山
先
生
の
集
む
る
所
は
《
大
概
害
》
と
《
三
要
集
》
也
。
《
節
用
集
》
は
是
れ
後
人
の
集
む
る
所
の
害

十
八
頁
に
も
あ
る
。
）
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（
犯
）

（
Ⅳ
）

（
肥
）

ヘ
ハ
ｕ
Ｊ
－

〆
イ
ー
エ
｝

（
鋤
）

（
皿
）

（
Ⅱ
）

（
皿
）

（
喝
）

（
Ｍ
）

（
鴫
）

（
恥
）

な
り
。
然
れ
ど
も
杉
山
先
生
集
む
る
の
由
、
而
し
て
伝
わ
る
也
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
明
治
十
三
年
に
初
め
て
『
杉
山
流
三
部
害
」
が
明
石
埜
亮
に
よ
り
和
装
本
に
て
出
版
さ
れ
た
。
筆
者
が
確
認
し
て
い
る
の
は
、
『
選
鍼
三
要
集
』

と
『
療
治
之
大
概
耆
」
の
二
冊
で
あ
る
が
、
奥
付
に
は
「
明
治
十
三
年
第
二
月
十
四
日
版
権
免
許
、
著
者
・
故
検
校
杉
山
和
一
、
出
版
兼
売
捌

所
・
明
石
埜
亮
、
売
捌
所
・
小
野
崎
弘
道
」
と
あ
る
。
明
治
二
十
年
の
再
版
時
に
は
、
確
実
に
三
部
害
揃
っ
て
い
る
が
、
上
記
二
冊
は
「
売
捌

人
・
小
野
崎
弘
道
」
の
ま
ま
だ
が
、
『
医
学
節
用
集
』
の
み
「
売
捌
人
・
青
木
実
意
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
部
害
と
も
に
版
権
は
青

木
実
意
氏
の
下
に
帰
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
叩
）
「
官
医
家
譜
」
「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
等
の
記
録
で
は
、
島
浦
総
検
校
の
名
は
「
益
一
」
と
称
し
て
い
た
。
何
時
よ
り
「
和
田
こ
と
称
し
た
か

「
金
鍼
賦
」
は
、
徐
鳳
の
「
鍼
灸
大
全
』
（
中
国
・
明
初
、
一
四
三
九
年
頃
）
中
に
所
収
。

「
標
幽
賦
」
は
、
「
鍼
灸
指
南
」
中
に
所
収
。
寅
漢
卿
の
作
と
い
わ
れ
る
。

「
席
弘
賦
」
は
、
徐
鳳
の
『
鍼
灸
大
全
」
中
に
所
収
。

「
補
潟
雪
心
歌
」
は
、
高
武
の
「
鍼
灸
聚
英
』
（
中
国
・
明
、
一
五
二
九
年
）
中
に
所
収
。

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
「
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
』
（
乾
三
六
六
七
）
、
筆
写
年
不
詳
。
（
『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
・
第
八
巻
」
二
○
七

～
二
二
九
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
八
九
年
に
所
収
。
）

長
野
仁
氏
の
指
摘
に
基
づ
き
、
無
分
流
打
鍼
術
と
の
比
較
検
討
を
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
所
見
を
得
た
。
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
筆
写
本

『
官
医
家
譜
』
四
巻
「
和
田
家
譜
」
、
東
京
大
学
図
書
館
所
蔵
（
二
○
六
五
・
六
・
一
七
’
四
）
。

浅
田
宗
伯
『
皇
国
名
医
伝
（
上
篁
二
十
四
葉
～
二
十
六
葉
。
「
医
家
伝
記
資
料
（
下
）
』
青
史
社
、
東
京
、
一
九
八
○
年
に
所
収
。

長
尾
栄
一
教
授
退
官
記
念
論
文
集
『
鍼
灸
按
摩
史
論
考
」
七
十
七
頁
、
桜
雲
会
、
東
京
、
一
九
九
六
年
。

大
浦
慈
観
・
長
野
仁
共
編
『
皆
伝
・
入
江
流
鍼
術
」
五
十
六
～
五
十
九
頁
、
九
十
四
～
九
十
五
頁
、
六
然
社
、
東
京
、
二
○
○
二
年
。

陳
会
『
神
応
経
』
中
国
・
明
、
一
四
二
五
年
。

寶
漢
卿
『
鍼
灸
指
南
』
中
国
・
金
、
一
二
五
九
年
。
（
現
存
す
る
の
は
『
鍼
灸
四
書
』
中
国
・
元
、
一
三
二
年
刊
本
中
に
所
収
さ
れ
た
も
の

が
知
ら
れ
て
い
る
。
）

は
不
明
。
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「
無
分
一
伝
言
」
中
に
は
、
『
別
伝
三
関
之
法
」
に
あ
る
「
邪
気
之
砕
離
」
「
鳩
尾
之
離
」
「
痛
之
離
」
と
類
似
の
記
載
が
あ
る
。
他
に
「
大
離
」

「
升
浮
之
離
」
「
動
気
之
離
」
「
有
余
之
離
」
の
記
載
も
あ
る
。
ま
た
『
真
伝
流
』
の
「
元
禄
六
年
」
二
六
九
三
）
よ
り
後
に
な
る
が
、
正
徳
五

年
（
一
七
一
五
）
筆
写
本
『
心
腹
伝
授
言
』
に
は
『
別
伝
三
関
之
法
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
あ
り
、
異
本
と
見
ら
れ
る
。
項
目
の
み
順
次
記
す

と
、
「
腹
之
見
様
口
伝
（
陰
神
陽
神
）
、
皮
膚
光
津
見
事
、
皮
肉
之
離
、
上
部
之
離
、
勾
陳
之
離
事
、
四
之
離
事
、
玉
縁
之
離
、
肋
下
之
離
、
鳩

尾
之
離
、
任
豚
之
離
、
痛
之
離
事
、
膀
中
之
離
事
、
井
本
之
離
事
、
邪
気
砕
之
離
事
、
頓
死
之
離
事
、
経
肉
之
離
事
、
相
火
之
乱
之
事
、
君
火

之
乱
事
、
宗
気
之
乱
、
陰
神
陽
神
之
乱
、
栄
気
之
乱
、
衛
気
之
乱
、
大
離
之
事
、
有
余
之
離
」
。
他
に
標
題
無
き
四
項
が
あ
る
。
こ
の
中
の

「
大
之
離
」
「
有
余
之
離
」
は
「
無
分
一
伝
害
」
と
表
現
は
異
な
る
が
文
意
は
類
似
性
が
あ
る
。
『
別
伝
三
関
之
法
」
「
心
腹
伝
授
害
」
と
も
に
、

無
分
流
の
影
響
を
受
け
た
口
伝
の
筆
記
と
見
ら
れ
る
。
杉
山
検
校
が
二
○
代
に
京
都
に
遊
学
し
、
入
江
流
を
学
ん
だ
際
に
集
め
た
腹
診
口
伝
が

「
別
伝
三
関
之
法
」
と
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
（
『
無
分
一
伝
言
」
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
『
鍼
灸
流
儀
書
集
成
・
第
八
巻
」
所
収
。
「
心

腹
伝
授
書
」
は
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
・
大
同
薬
室
文
庫
』
三
二
七
八
七
で
あ
る
。
）

（
羽
）
財
団
法
人
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
。
医
道
大
意
」
な
ど
四
種
合
綴
本
」
（
九
一
四
五
）
収
録
の
和
田
春
徹
著
「
鍼
治
由
来
」
。
（
「
臨
床

鍼
灸
古
典
全
書
・
第
三
十
二
巻
」
四
六
三
～
四
六
八
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
九
一
年
に
所
収
。
）

（
型
）
和
田
千
吉
「
武
蔵
野
検
校
勝
虎
こ
、
「
伝
記
」
二
巻
三
・
四
号
、
昭
和
十
年
三
・
四
月
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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WaichiSugiyama(1610-1694)isthefirstSokengyo.Heisfamousforbeingthefirsttouse

thetubetechniqueforacupuncture.However,histechniquewasnotclearinhisbook

$$SugiyamaRyuSanbuSho",becausehisworkwasorallytaughtorevensecret.Wadaichi

ShimauraisthethirdSokengyo,whoisaSugiyama'ssuperiorpupil・Heedited"Sugiyama

ShindenRyu'',whichwascompiledfromSugiyamastyle,andwhichwassummarizedfrom

Sugiyama'soralteachingsandsecretsandfromthesecondSokengyoYasuichiMishima・The

existenceofthebookanditsoutlinewasknownbythemimeographedbookpublishedin

1928.Theoriginalsixbooksof@$SugiyamaShindenRyu",oneseparatedvolume,andtwo

scrollswerediscoveredlastyear.Thisdiscoverywasveryimportantinthehistoryof

acupunctureinJapan,becausetheyshowedlriestylewhichisabaseofSugiyamastyle.This

discoverywillhelpwiththeknowledgeandunderstandingofacupunctureovertheyearsin

Japan.


